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 は じ め に  

平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、教育委員会にお

いて毎年、教育に関する事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し、議会に提出するとともに公表することが義務づけられました。 

 本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条の規定に基づき作成されたものです。 

 

１．点検・評価取組みの趣旨 

 （１）教育委員会が管理・執行する事業の取組み状況について、点検・評価を実施することにより、

より効果的・効率的な教育行政の推進を図ります。 

 （２）毎年、点検・評価を実施することで、変化する社会経済情勢への対応が的確になされ、職員の

意識改革の向上を促進します。 

 （３）報告書を議会へ提出し、町民へ公表することにより、町民への説明責任を果たし、町民との信

頼関係が保たれます。 

２．点検・評価の対象事業 

   平成23年度の事業を対象とし、大きく次の２区分とします。 

① 教育委員が直接に関与している事業あるいは活動している事業を「教育委員会の活動状況」

とします。 

② 教育委員会が管理・執行している事務事業・教育長に委任している事務（教育２課の主要

事務）を「教育委員会における主要事務の管理・執行状況」とします。 

３．点検・評価の方法 

 （１）教育委員会による点検・評価 

    対象となる事業の取組状況、成果、今後の改善点等をまとめます。 

 （２）外部による点検・評価 

    外部から見た検証・意見等を報告書の内容全般についてまとめます。 

      

４．点検・評価結果の公表等 

    点検評価終了後、その結果を取りまとめた報告書を二宮町議会に提出するとともに、報告書を 

町民へ公表します。 
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平成 23 年度二宮町教育委員会基本方針 

 

 教育は人格の完成を目指し、個性を尊重しつつ、自立した人間を育て、幸福な生涯を実現する上で不可

欠なものです。社会が急速な変化を遂げる中にあって、人には自立し、自らを律し、他と協調しながら生

涯を切り開いていく力が求められています。二宮町教育委員会では、子どもの健やかな成長を社会全体で

支え育てます。 

また、町民一人ひとりが自らの内面を磨き、社会に参画する意欲を高め、生活や職業に必要な知識・技

能等を生涯にわたって習得し、生きがいを持って生活することができるよう、環境の整備と学習機会の提

供を目指した生涯学習を推進します。 

 

１ 学校教育の重点施策 

学校教育は生涯学習の基礎を培うものです。学校教育では、生涯を通して豊かな心を持って生活できる

よう、「思いやりの心」「社会への奉仕」「心身の健康」「学習意欲」のバランスのとれた「生きる力」を育

む教育を進めます。 

特に本年度は、各学校では新学習指導要領の趣旨に沿った教育課程を編成し、「子どもたちの育つ力」「家

庭･学校･地域の育む力」「行政の支える力」を結集し、多様な個性を発揮できる子どもたちの育成に努力

します。 

＜学校運営について＞ 

 ① 人権教育の推進 

・全教育活動を通して、人間尊重の精神を基盤として、差別をしない、差別を許さない児童・生徒の

育成に努めます。 

 ② 児童・生徒指導 

・教育相談等を充実することにより、不登校･ひきこもり･いじめ･暴力行為などの問題行動の早期発見、

早期指導に努め、その指導に全力で取り組みます。 

・教職員の共通理解、家庭や地域関係機関との連携を大切にした指導を進めます。 

・児童・生徒の、体験活動等を通し、コミュニケーション能力や社会性を育成し、問題行動の未然防

止に努めます。 

③ 児童・生徒の安全確保 

・児童・生徒の危険予知能力や危険回避力など、自己管理力の育成に努めます。 

・「二宮町児童・生徒安全対策協議会」等を通し、地域と連携した安全体制をより一層整備します。 

④ 郷土愛の育成 

・町や地域の行事への積極的な参加を促し、郷土を愛する気持ちを育てます。 

・学習活動に地域教材を使い、地域を知る教育を進めます。 

⑤「幼・保・小」、「小・中」の連続性を大切にした指導 

・幼稚園、保育園、小学校、中学校が互にそれぞれの実践や情報を公開し、共通理解を図るよう努め

ます。 
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・「幼･保･小連携推進委員会」の充実を図り、学びや遊びの連続性を大切にし幼児教育から学校教育へ

の円滑な接続を図る教育を進めます。 

・英語教育を軸にした、小･中学校の連携した指導を進めます。 

 ⑥ 情報機器の活用 

・学校間ネットワークを利用し、学校間の情報交換を進めます。 

・情報機器の利用を促進し、事務の効率化を図ります。 

 ⑦ 地域教育力の活用による教育の推進 

・学習指導協力者、部活動指導協力者等の、地域教育力を活用した教育を進めます。 

・学校評価や学校評議委員の方々の意見を学校運営に反映させるなど、地域の人たちとの豊かな人間

関係を取り入れた教育を進めます。 

・総合的な学習の時間、ボランティア活動、職場体験など、体験学習を生かした教育を推進します。 

＜ 教科指導について＞ 

 ① 基礎的･基本的な知識・技能の習得 

・習熟度別学習や、尐人数指導、TT等、子どもたち一人ひとりを大切にした指導を進めます。 

・学習における子どものつまずきを見つけたり、支援するなど、細かな個に応じた指導を進めます 

 ②  思考力･判断力･表現力等の育成 

・観察･実験やレポートの作成、論述等を取り入れた学習を進めるなど、表現力の育成を進めます。 

・問題解決学習をはじめ、自ら課題を見つけ解決する学習など、教科の特性を活用した、思考力や判

断力を育てる授業を工夫します。 

 ③  学習意欲の向上や学習習慣の育成 

・問題解決の喜びを経験できる授業や、学ぶ意義を認識できる授業を実践し、自ら学習しつづけよう

とする学習習慣を育てます。 

・子どもたちの努力を認め、励まし、元気付ける評価等を工夫し学習意欲を育てます。 

 ④  コミュニケーション能力の育成 

・国語・英語を中心に、各教科において言語活動の指導を充実します。 

・英語においては、ALTを活用したコミュニケーション能力の育成に努めます。 

    ＜領域等での指導について＞ 

①  道徳教育 

・道徳の時間においては、生命の尊重、思いやり、規範意識など豊かな人間性を育むための、道徳的

心情や実践意欲を育てます。 

・家庭･地域と連携を図り、子どもたちに手本を示す等、道徳的な実践のできる子を育てます。  

②  支援教育 

・支援教育補助員の派遣や外国籍等児童・生徒への日本語指導など、ことばの教室(そにっく)等、き

め細かな指導を進めます。 

・特別支援教育やLD、ADHD等の発達障害への支援についても、支援体制を整え、能力､個性を伸ばす

教育を進めます。 
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③  進路指導 

・発達段階に応じ、子ども一人ひとりが自己の将来の生き方や進路を主体的に選択できる能力･態度

の育成に努めます。 

・キャリア教育の充実を図り、児童・生徒一人ひとりが勤労観、職業観を身に付け、社会に貢献でき

る力を育てます。 

④  情報教育 

・高度情報化社会に生きる子どもの情報活用能力と情報モラルの育成に努めます。 

⑤  読書指導 

・児童・生徒の読書活動が充実するよう、蔵書数を増やしたり、PC による貸し出しシステムを活用す

るなど、学校図書館の活性化を図ります。 

・図書館に指導員を配置し読書指導をしたり、教育活動の中に読書の時間を取り入れるなど、読書習

慣がつくよう努めます。 

＜施設について＞ 

 ①  二宮町教育研究所 

・学校教育、社会教育等の調査研究、教職員の指導法の研修を行い、その結果を教育実践に反映させ

ます。 

・学校教育関係、生涯学習関係の相談員を研究所に配置し、来所による教育相談や家庭訪問による教

育相談をより一層充実させます。 

・教育研究所内の教育支援室においては、不登校児童・生徒への学習支援や生活支援をより一層進め

ます。 

②  学校給食センター 

・児童・生徒に栄養バランスのとれた食事を提供し、望ましい食習慣を形成する食育の充実に努めま

す。 

・新給食センターの能率的な利用を工夫するとともに、手作りの心のこもった給食を提供します。 

 

２ 社会教育 

豊かで活力ある社会を築いていくために、「町民が、生涯いつでも、自由に学習する機会を選択して学

ぶことができ、その成果が適切に評価されるような社会」すなわち、生涯学習社会の実現を目指します。 

二宮町教育委員会では、町民一人ひとりがいつでも、どこでも学習することができる社会の実現のため

に、生涯学習の機会を整備する施策を推進します。 

また、現在、都市化、核家族化、尐子化、インターネット利用に伴う犯罪被害など、親や子どもを取り

巻く社会の変化の中で、地域や家庭の教育力の低下が課題となっています。このため、次により町民一人

ひとりの人間形成の各時期、乳･幼児期、尐年期、青年期、壮年期、老年期における社会教育を推進しま

す。 

 

① 人権教育の推進 

・人権意識を育むために、講演会、映画鑑賞会などを開催します。 
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② 青尐年の健全育成 

・青尐年指導員の協力により、二宮町ジュニアリーダー養成研修会を開催し、子ども達のリーダーの

養成を行います。 

・子ども達の「生きる力」を育むために「子ども会野外研修」を実施します。 

・広い視野を持った青尐年を育成するために、「中学生交流洋上体験研修」並びに「青尐年交流キャン

プ」を実施します。 

③ 社会全体による子育て 

・子育てゼミナールを開催する他、家庭での子育てや教育を見つめ直し、子どもを育てることの大切

さを家庭と学校が共有できるよう、PTA主催の「家庭教育学級等」に対する補助を充実します。 

・子育てについて、地域教育力推進ネットワーク会議を開催し、関係団体間の情報の共有を図り、団

体相互の連携の強化を図ります。 

・こどもゆうゆうスペースでは、体育施設を活用し、チャレンジ教室を開催し物づくりの楽しさや科

学のふしぎに触れる機会を確保します。 

④ 二宮町立図書館の充実 

・インターネットの蔵書検索システム、県内図書館の相互貸借システムを活用し、迅速な資料の提供に

努めます。 

・子どもの読書を推進するため、冊子リスト「あかちゃんがはじめてであう本」、夏休み用「小・中学

生にすすめたい本」リストの作成・配布をします。 

・図書館だよりの定期的な発行で、図書館活動の広報に努めます。 

・展示コーナーを多数設置し、資料の紹介を積極的に行い、また蔵書構成の見直しを図るなどし、本

の魅力を引き出す書架づくりに努めます。 

⑤ 地域文化の向上 

・湘南二宮バーチャル郷土館の内容をより一層充実します。 

・町出身の画家二見利節の絵画を展示する「二宮ふたみ記念館」を開設します。 

・伝統芸能や、町指定文化財を始めとした貴重な資料の保存に努めます。 

・音楽の町二宮を目指し、町民参加による町民音楽祭を開催します。 

⑥  学習機会の整備 

・生涯学習情報誌（身近な余暇ガイド）の情報収集・更新を行い、学習相談に応えるとともに、町民

大学サポーター制度の周知・活用を図ります。 

・町民大学では、生涯学習ボランティアおよび町民大学サポーターとの協同による事業をより一層推

進します。 

・町民大学学習者が、継続して学習できるよう、サークル化や、受講者による学び返しを推進します。 

⑦  学習環境の整備 

・生涯学習センターを始めとした施設について、より快適な利用ができるよう整備に努めます。 

 

３ 社会体育 

  運動･スポーツは心身の健全な発達を促し、地域に明るく潤いに満ちた連帯感を醸成し、活力に満ちた
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「町」を創り出します。子どもから大人まですべての町民が「暮らしの中のスポーツ」を実践することが

できるよう生涯スポーツの普及振興に努めます。 

  本年度は以下により、各種スポーツ･レクリエーション等への参加促進、スポーツ教室･講習会等の開催、

指導者育成などを通して、町民相互の親睦と健康増進に努めます。 

 

① ウォーキング・ジョギングの推進 

・「にのみやまちウォーキング・ジョギングガイド」を活用し、「３０３３運動」（1日30分、週3回、

３ヶ月間）の推進に努めます。 

・にのみやウォーキング･ジョギングガイド」を町内の公共施設に置き、マップ1冊で誰でもがスポー

ツができる環境づくりを進めます。 

・県民スポーツ週間には施設の無料開放をするなど、暮らしに運動やスポーツを取り入れる習慣をつ

ける運動を推進します。 

② 町民参加による大会の実施 

・町内一周をタスキで繋いで走る「町内一周継走大会」により、地域住民と青尐年の交流親睦の充実

を図り、住民参加を進めます。 

・中学生による「尐年尐女ソフトバレーボール大会」を実施し、各地区の住民参加を得て、ふれあい

によるスポーツ精神の高揚を高めます。 

・「二宮町体育祭」を実施し、町民へのスポーツ・レクリェーションの普及を図ると共に、地域の人た

ちのスポーツを通しての連帯感を育てます。 

③ 温水プールでの各種スポーツ教室 

・一般水泳教室、小学生水泳教室、幼児水泳教室、水中ウォーキング教室、水中アクアビクス教室等

の教室により、町民の健康・体力づくりを進めます。 

④ 関係施設・設備 

・体育館、温水プールの体育器具の整備及び運動器具、施設の整備に努め、利用者が安全で快適にス

ポーツを楽しめるよう努力します。 

・武道館の更衣室、トイレ、天井照明をはじめ、諸施設の整備についても、優先順位をつけ、快適に

利用していただけるよう努力します。 
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○ 教育委員について 

 

 二宮町教育委員会は、人格が温厚誠実で、学校、生涯学習及び文化等の教育に関し識見を有するもの

のうち、町長が町議会の同意を得て任命した５名の教育委員により構成されている。 

 

二宮町教育委員会委員（平成24年３月31日現在） 

職 名 委員名 任 期 

委員長 井出
い で

 真理子
ま り こ

 平成21年12月23日～平成25年12月22日 

委員長 

職務代理者 
飯塚
いいづか

 富
ふ

美
み

 平成22年10月１日～平成26年９月30日 

委 員 武井
た け い

 健一
けんいち

 平成20年10月１日～平成24年９月30日 

委 員 小林
こばやし

 徵
のり

博
ひろ

 平成23年10月１日～平成27年９月30日 

教育長 内海
う つ み

 博
ひろ

治
みち

 
平成19年 ４月1日～平成20年９月30日 

平成20年10月1日～平成24年９月30日 

 

 

 

 

点検・評価（１）教育委員会の活動状況について 

 

１.教育委員会議の運営状況（平成23年度） 

定例会、臨時会など、平成23年度における二宮町教育委員会の主な活動状況は、次のとおりである。 

開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成23年 

４月22日 

＜付議事項＞ 

・二宮町青尐年指導員の委嘱について 

＜報告・協議事項＞ 

・平成23年度二宮町教育委員会事業計画について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・子ども会に入らなくても野外研修に参加できること

となったが、今後の子ども会加入率の減尐が気がかり

である。 

原案可決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答事項） 

・子ども会加入率の減尐は予

測できるが、町の予算で実施

する事業のため、全ての子ど

もたちに公平に参加機会を

与えたいと思っている。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成23年 

５月27日 

 

＜付議事項＞ 

・平成 24 年度二宮町立小・中学校で使用する教科

用図書の採択方針について 

＜報告・協議事項＞ 

・平成 23 年度小・中学校学級編制及び児童生徒数

について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・新しい給食センターでは、外国のメニューを取り入

れた日もあり、特別なメニューの日に試食会を開催で

きたらという保護者からの意見があったが、どうか。 

原案可決  

 

 

 

 

 

（回答事項） 

・普段の給食を食べていただ

くことが試食会の一番の目

的であり、給食センターでは

親しみやすい給食を目指し

て取組みを進めている。 

平成23年 

６月24日 

 

＜付議事項＞ 

・二宮町体育指導員の委嘱について 

＜報告・協議事項＞ 

・平成 23 年度二宮育英会奨学生の選考結果等につ

いて 

・小・中学校等の放射線の測定結果について 

・平成22年度学校給食費会計報告について 

・教科書採択について 

＜報告事項に対する主な意見・提案事項＞ 

・情報不足による混乱を避けるためにも、放射線の測

定については情報発信を行っていただきたい。 

原案可決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答事項） 

・測定結果の報告等、実施し

たことに対する情報発信を

行いたいと考えている。 

平成23年 

７月29日 

《傍聴3名》 

＜付議事項＞ 

・中学校公民教科書採択に関する請願（その３）に

ついて 

・望ましい歴史教科書の採択を求める請願書につい

て 

・中学校公民教科書採択に関する請願（その４）に

ついて 

・平成24年度小学校使用教科用図書採択について 

・平成24年度中学校使用教科用図書採択について 

・平成 24 年度小・中学校使用学校教育法附則第９

条による教科用図書採択について 

 

不採択 

 

不採択 

 

不採択 

 

原案可決 

原案可決 

原案可決 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

 ＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・暑さ対策として、教室の換気をしっかり行うよう学

校に指導していただきたい。 

 （回答事項） 

・扇風機を設置したので、学

校にきちんと対応していた

だくよう、節電と暑さ対策も

兹ねて通知している。 

平成23年 

８月26日 

 

＜付議事項＞ 

・平成 23 年度二宮町一般会計補正予算（案）につ

いて 

＜報告・協議事項＞ 

・教育支援室教育相談活動について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・放射能や給食の食材等について町民の方々より要望

や問い合わせがあるようだが、町や教育委員会ではき

ちんと対応していることをアピールするべきではな

いか。 

原案可決  

 

 

 

 

（回答事項） 

・騒ぎすぎて不安を煽るよ

り、問い合わせがあったらお

答えする形で進めていきた

いが、状況等に変化があれば

すぐに対応していきたい。 

平成23年 

９月30日 

 

＜報告・協議事項＞ 

・第68回二宮町体育祭について 

・放射線に関する対応について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・決算審査委員会で、人権研修会への参加に係る費用

の節約について要望があがっているが、研修会への参

加は意義のあるものなので今後も現状を維持してい

ただきたい。 

  

 

 

（回答事項） 

・人権研修の必要性は認識し

ているが、厳しい財政状況の

中での意見だと思う。今後の

対応については検討してい

きたい。 

平成23年 

10月3日 

（臨時会） 

＜選挙＞ 

・教育委員会委員長の選挙について 

＜指定＞ 

・教育委員会委員長職務代理者の指定について 

・各種委員会委員等の選任について 

 

 

 

 

 委員長に井出真理子氏が選

任される。 

委員長職務代理者に飯塚富

美氏が指定される。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成23年 

10月28日 

《傍聴1名》 

 

＜付議事項＞ 

・平成 23 年度二宮町教育委員会表彰被表彰者の選

考について 

・平成 23 年度二宮町教育長表彰被表彰者の選考に

ついて 

・平成 24 年度二宮町公立学校教職員人事異動方針

（案）について 

原案可決  

 ・専決処分の承認を求めることについて（平成２３

年度二宮町一般会計補正予算（第３号）） 

＜報告・協議事項＞ 

・平成24年度予算編成方針について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・二宮中学校のサッカー部の清掃活動など素晴らしい

取組みをしている方については、何か励みになるよう

なことを行っていただきたい。 

 

 

 

  

 

 

 

（回答事項） 

・機会があれば町広報誌等で

紹介していきたい。 

平成23年 

11月25日 

 

＜付議事項＞ 

・平成23年度二宮町一般会計補正予算（案）につ 

いて 

・平成 23 年度二宮町教育委員会点検・評価報告書

（案）について 

・平成 23 年度二宮町教育長表彰被表彰者の選考に

ついて 

＜報告・協議事項＞ 

・第30回二宮町・町内一周継走大会について 

・放射線に関する対応について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・国立国会図書館等で新しい取組みを行うなど、従来

の役割と変化してきていると思うので町図書館にお

いても新しく研究していただきたい。 

 

 

 

 

原案可決  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答事項） 

・自宅のパソコンから本の貸

出予約ができるシステムを

取り入れるなどの取組みを

実施している。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成23年 

12月16日 

 

＜報告・協議事項＞ 

・ふたみ記念館について 

・自治功労・教育委員会表彰式について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・支援室の指導員やスクールソーシャルワークサポー

ター（SSWS）の方には、今後も子どもたちに接する

機会を多く持ち、子供たちの変化などに気付ける体制

をとっていていただきたい。 

  

 

 

（回答事項） 

・支援室の相談員や SSWS

の方は、地域を回るなど大変

熱心に活動しているので、今

の状況を続けていきたいと

考えている。 

平成24年 

１月27日 

 

 

＜付議事項＞ 

・公立学校の教育方針の基本に生徒児童の基本的人

権回復への厳密な配慮を要求せる請願書について 

・平成 24 年度二宮町教育委員会基本方針（案）に

ついて 

・二宮町生涯学習センターの設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例（案）について 

・二宮町社会教育委員条例の一部を改正する条例

（案）について 

・二宮町図書館条例の一部を改正する条例（案）に

ついて 

＜報告・協議事項＞ 

・町立小中学校臨時休業について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・18 歳未満の青尐年からの相談を受け入れる場所が

必要だと思う。 

 

 

不採択 

 

継続審議 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答事項） 

・教育研究所に青尐年相談員

を配置し、第一の相談窓口と

して受け入れている。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成24年 

２月16日 

 

＜付議事項＞ 

・平成23年度二宮町一般会計補正予算（案）につ

いて 

・平成24年度二宮町予算（案）について 

・二宮町武道館条例の一部を改正する条例（案）に

ついて 

・二宮町体育施設の設置、管理等に関する条例の一

部を改正する条例（案）について 

・二宮町武道館条例施行規則の一部を改正する規則

について 

・二宮町体育施設の設置、管理等に関する条例施行

規則の一部を改正する規則について 

・二宮町ふたみ記念館の設置及び管理に関する条例

施行規則の一部を改正する規則について 

・二宮町体育指導委員に関する規則の一部を改正す

る規則について 

・（継続審議）平成24年度二宮町教育委員会基本方

針について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・各学校単位の保護者宛メール配信の登録を推進し

ていただきたい。 

原案可決  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答事項） 

・既に多くの方が登録して

おり、登録をしていない方に

は、個別に電話連絡で対応し

ている。 

平成24年 

３月28日 

 

＜付議事項＞ 

・二宮町教育委員会教育長に対する事務委任規則の

一部を改正する規則について 

・二宮町教育委員会事務局組織規則の一部を改正す

る規則について 

・二宮町社会教育委員の委嘱について 

・二宮町生涯学習センター運営審議会委員の委嘱に

ついて 

・二宮町文化財保護委員の委嘱について 

・二宮町図書館協議会委員の委嘱について 

・二宮町青尐年指導員の委嘱について 

・二宮町スポーツ推進委員の委嘱について 

・教職員等人事について 

・教育委員会事務局職員等人事について 

原案可決  
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町教育委員会学校防災方針について 

・二宮町英語検定奨励金交付要綱の制定に

ついて 

・二宮町就学援助費事務処理要領の一部改正につい

て 

・ふたみ記念館運営協力者設置要綱の制定につい

て 

・教育相談・教育支援室活動の状況について 

・辞令交付式について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

・柔道の必修化に伴い、生徒の安全に万全を期すため、

先生方に対する指導も行っていただきたい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回答事項） 

・二宮町では以前より柔道の

授業には取り組んでいたた

め、改めて研修を実施する予

定はないが、生徒の安全には

配慮していく。 

[平成23年度 教育委員会の会議開催状況] 

 １ 開催回数 13回（定例会12回 臨時会１回） 

２ 議案件数 36件 

 ３ 請願件数  4件 

４ 選挙       1件                 
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２．学校訪問 

 各学校の教育方針や学校経営の実情をもとに、学校教育推進上の諸問題について話し合い、これから

の学校教育の推進を図るため、学校施設の状況視察及び各学級の授業を参観している。 

＜訪問内容＞ 

①「教育方針」「学校教育推進に伴う課題・問題（施設の維持・危機管理・服務など）」について説明、

検討を行った。 

②具体的な教育活動（児童生徒指導の実情と問題点）や学校研究の特色などについて検討を行った。 

＜学校訪問の状況＞ 

訪問日 場 所 

平成23年  5月27日 二宮町立二宮西中学校 

平成23年  6月24日 二宮町立一色小学校 

平成23年  9月30日 二宮町立二宮中学校 

平成23年 10月28日 二宮町立山西小学校 

平成24年  2月16日 二宮町立二宮小学校 

 

３．研修 

 平成 23 年度神奈川県市町村教育委員会連合会研修会（10 月 31 日開催・小田原市）に出席して、研

鑽を積んだ。 

 

４．その他の活動状況 

①教育委員の中から町の各種委員会委員に選出されている。 

委員会の名称 

都市計画審議会 

男女共同参画プラン推進連絡会 

学校給食センター運営委員会 

二宮育英会 

二宮町表彰審査委員会 

子ども会野外研修実行委員会 

二宮町総合計画審議会 
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②小・中学校や町関係行事へ積極的に参加している。 

開催日 行事名 

平成23年 4月1日 教職員辞令交付式 

      4月5日 小・中学校入学式 

      6月4日 運動会（二宮小学校、一色小学校） 

      6月5日 体育祭（二宮中学校、二宮西中学校） 

7月23日 子ども会野外研修（丹沢湖ロッヂ） 

        7月30日 尐年尐女ソフトバレーボール大会 

     10月 2日 二宮町体育祭 

     10月 8日 運動会（山西小学校） 

     10月15日 文化祭（二宮中学校、二宮西中学校） 

     10月16日 子ども会レクリエーション大会 

     10月23日 二宮町民俗芸能のつどい 

     10月29日 ふたみ記念館開館式 

     12月11日 二宮町町内一周継走大会 

平成24年 1月 5日 教育委員会表彰・教育長表彰式（二宮町新春のつどい） 

      1月9日 成人祝賀会 

      3月 9日 中学校卒業式 

      3月19日 小学校卒業式 

      3月30日 教職員等転退職者辞令交付式 

 

５．教育委員会議の公開 

 二宮町教育委員会議規則第16 条に基づき、会議は委員長の許可を得て傍聴することができるとして

いる。 

 平成23年度は、4名の傍聴人があった。 

 

６．目的に対する主な成果 

 平成23年度二宮町教育委員会基本方針を念頭に置きつつ活動し、教育委員会議についても活発な議

論が行われた。 

 

７．今後の改善点 

 二宮町の教育の良さを特徴づける事を念頭に活動を行っていく。 
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点検・評価（２）教育委員会における主要事務の管理・執行状況 

 

１．教育総務課の主な事業 

 （１）英語教育推進事業（予算額：11,366,000円 決算額：11,360,455円） 

  ①事業の目的・取組み状況 

    中学校では、生きた英語教育の充実を図るとともに、異なる文化や習慣にふれることにより国

際協調の精神を養うよう、中学校2校に外国人のＡＬＴ（外国人指導助手）を年間176日配置し

た。また、小学校3校においては、英語によるコミュニケーション能力の素地を養うため、外国

人のＡＬＴを二宮小学校に週3日、一色・山西両小学校に週2日ずつ配置した。 

②目的に対する主な成果 

中学校では、ＡＬＴの生きた英語に触れ、英語になれ親しむことで実践的な英語力の向上につ

ながっている。小学校では、早期段階からＡＬＴに身近に接することで、外国語並びに外国人へ

の抵抗が薄れ、より円滑に中学校の英語教育への移行が期待できる。 

また、学習指導要領の改訂に伴い、平成23年度から開始された小学校5、6年生の外国語活動

については、英語教育担当者会等を通じ、指導方法の研究等で小学校と中学校の連携を深めるこ

とができた。 

③今後の改善点  

    教職員の研修等を通じて小学校の英語教育の充実を図っていくほか、これまでの英語教育の成

果を検証していく。 

     

 （２）普通教室扇風機設置工事 

（予算額：2,038,000円  決算額：1,417,500円） 

①事業の目的・取組み状況 

    夏季の暑さ対策として、最上階等の普通教室及び特別支援学級に扇風機設置工事を実施した。

5月から6月にかけて、二宮小学校は9教室、一色小学校は10教室、山西小学校は9教室に、

それぞれ壁掛型扇風機を1教室たり2台設置した。壁掛型扇風機は、教室内に風が行き届くよう

自動首振機能を有した機種とし、操作が簡便になるよう教室ごとに電源スイッチを取り付けた。 

  ②目的に対する主な成果 

    平成 23 年の夏も猛暑となり、7 月～9 月にかけて扇風機が使用され、暑さ対策が図られた。   

各校においては、扇風機による効果を活かすため、廊下教室間の窓を取り外すなどの取り組みも

行われた。 

  ③今後の改善点 

    最上階等以外の普通教室についても扇風機を設置し、暑さ対策を図り、教育環境の向上を目指

していく。 
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（３）二宮町教育委員会学校防災方針の策定 

①事業の目的・取組み状況 

    平成23年3月11日に発生した東日本大震災を受け、小中学校各校における災害発生時の対応

等について基本的な事項を策定した。 

  ②目的に対する主な成果 

    方針を定めたことから、これまで各校ごとに定められていた学校防災マニュアルにおける基本

的な対応について統一が図られるととともに、各校ごとに、より具体的な対応方法が定められた。 

  ③今後の改善点 

    各校において運用をする中で、必要に応じて見直しを実施していく。 

 

２．生涯学習課の主な事業 

（１）家庭・地域教育推進事業（予算額 894,000円、決算額 696,784円） 

  ①事業の目的と取り組みの状況 

家庭や地域社会の教育の充実を図るために、保護者に対する講座や研修会を開催するとともに、

子どもに関わる団体間のネットワークの形成を目指した。また、子どもを対象に、休日の安全・安

心な居場所の提供を行なった。 

１． 子育てゼミナールの開催・・・乳幼児を持つ保護者に対する子育て支援としての研修 

２． ＰＴＡ指導者研修・・・ＰＴＡ役員としての心構えや活動のあり方についての研修 

３． ＰＴＡ家庭教育学級への支援・・・家庭教育の推進を図るため、ＰＴＡが行う家庭教育学級へ

の支援 

４． 地域教育力ネットワーク会議・・・教育力向上のための学校や団体等の情報交換 

５． こどもゆうゆうスペース・・・休日の子どもの安全・安心な居場所の提供 

  ６．子どもチャレンジ教室・・・子どもの科学に対する関心や創造力の醸成 

  ②目的に対する主な成果 

   家庭や地域の教育力の低下が指摘されるなど、社会全体での家庭教育支援の必要性が高まってい

る中で、保護者に対する研修活動や団体間の情報の共有など、子育て支援に関わる各種事業は重要

なものであると考えられる。 

  ③今後の改善点 

   都市化、核家族化、尐子化などの影響で、地域の人々とのつながりが減尐し、家庭や地域の教育

力も低下している。今後も事業を継続していくとともに、研修内容の更なる充実を図る。 

   なお、子どもの安全・安心な居場所の提供については、試行の状況の課題を整理し、地域ボラン

ティアや学校との調整を図りつつ、今後の開催について検討していく。 

 

（２）新図書館開館10年資料補完事業（繰越明許）（予算額4,970,000 円 決算額4,813,812円） 

①事業の目的と取組みの状況 

本事業は、国の「住民生活に光をそそぐ交付金」を活用し、新図書館開館10周年に際し、辞書・
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事典類の買い替えや全集等資料の充実、回転書架等の図書館備品の購入、ＡＶコーナーのモニター

の交換を行うため、平成22年度3月に補正予算を計上した。議決が3月だったため事業は23年度に繰

越明許とした。 

②目的に対する主な成果 

開館当初に購入した本で、情報が古くなった本の買い替えや、蔵書の充実のための全集を購入し

た結果、新しい図書等を利用者に提供できた。また、備品類の新規購入、入れ替えにより資料の管

理や図書館利用がよりスムーズに行えるようになった。 

③今後の改善点 

   新図書館開館当初より利用者が多く、利用者の要求度が年々高くなっている。利用者からのリク

エストに対応するため、図書の購入費の確保に努める。あわせて、県立・県内図書館との相互貸借

を積極的に活用し、資料提供を行う。また、図書館のサービスが低下しないよう、運営体制の維持

向上に努める。 

 

（３）町民温水プール施設管理運営事業  (予算額60,951,000円 決算額58,109,508円) 

①事業の目的と取組みの状況 

    年間を通し、3歳以上の幼児から高齢者まで水に親しんでいただき、健康管理と体力向上、技

術の向上を目指して温水プールを開設している。また、障害がある方にはリハビリの場として利

用していただくこともあり、多目的な運営をしている。 

②目的に対する主な成果 

平成23年度の利用者数は57,627人であり、多くの利用がある。各種水泳教室を繰り返し開催

すること、オゾン装置等により常に透明度の高い水質管理をすることなどにより、リピーターの

利用が安定している。利用者が平均化していることで、安定した施設運営が出来ることとに繋が

っている。 

③今後の改善点 

利用者の多くは常連のリピーターであり、今後は年間パスポートの利用推進等で新規常連客の

確保に努める。 

今後は、施設整備や更に水泳教室の充実が必要と考えられる。毎年、多額の予算を投入してい

るので、わずかでも歳入の増や経常経費の削減に心がけていく。 
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点検・評価（３）外部評価（意見） 

 

評価者： 三浦 憲門 

評価（意見）内容 

・「点検・評価報告書」からは多岐に亘る困難な課題につき教育委員、行政担当部署が真摯に 

取り組まれていることは読み取れますが、「実施報告書」的意味合いが強く自らの点検・評 

価結果が町民に分かりにくく、法の求める「自己点検・内部評価」報告書となっているの 

 か疑問が残る。 

・「（１）教育委員会の活動状況」に「成果」、「改善点」の項が設けられたが「点検・評価」 

としては不十分でより具体的なものにして欲しい。 

・「点検・評価」→「課題・改善点」→「次年度重点目標」のサイクルを報告書に反映できる 

よう具体的な「目標」や「評価項目」を設けたり、それらに対する「評価」をランク別け 

するなど町民により分かりやすくするための方法を検討して欲しい。 

・数値目標が設定されている項目については達成状況なども取り上げて頂きたい。（総合長期 

プランとの整合性）また項目によってできるものは数値目標化に取り組んで欲しい。 

・会議が型式的にならないようにするための工夫はどのように行われているか。町長、担当 

部署との意見交換、連携の機会はどのように設けられているか。等報告書から読み取れる 

ようにして欲しい。 

・郷土愛の先に祖国愛を見据え日本の良き伝統と文化を大切にする教育を推進して頂きたい。 

・今後とも今日的な課題にも果敢に取り組み教育委員会の活動が町民により周知され身近な 

ものになるよう一層の取り組みを期待します。 

・町民に馴染みのない専門用語（ＴＴ、ＬＤ等々）は注釈か用語解説を設けて頂きたい。 

 

以上 
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評価者： 露木 孝夫 

評価（意見）内容 

○基本方針について 

・項目ごとに各施策が大変解りやすく纏められていて、基本方針の全体が理解しやすいと思 

 います。3月11日の東日本大震災、原子力発電所の事故は日本全国に大きな課題を投げか 

 けたと思います。教育方針は、年度ごとに大きく変わることはないと思いますが、23年度 

 の方針に重点を置く施策があれば、表現をされたらいかがでしょうか。 

○教育委員会の活動状況について 

・付議事項、報告・協議事項について各委員が熱心に活発な意見を交わされていることに敬 

 意を表します。公開されている教育委員会議の傍聴者が尐ないのは残念です。 

・いじめによる児童・生徒の自殺が最近新聞等で報道されますが、学校や教育委員会の対応 

 に問題提起されることがあるようです。いじめにかかわらず、子どもの安全対策など教育 

 に関する時事問題をとりあげて、教育委員会議で討論されることを期待します。 

○主要事務の管理・執行状況について 

・主管課ごとに予算を伴う主な事業について執行状況を報告され分かりやすいと思います。 

 更に基本方針に示された施策の中で、特記すべき成果があれば項目ごとに報告があればな 

 お良いと思います。 

 

                                   以上 

 

 


